
オープンイノベーション等創出支援事業運営業務 

 

 令和７年３月 25日付けで公表されました「オープンイノベーション等創出支援事業運営業務」の事業内容について、受け付けた質問の内容及び回答を通

知します。 

番号 
実施要領等 

（頁・番号） 
質問 回答 

１ 

仕様書 

5.(2)① 

5.(3)① 

・本研修のボリューム（開催時間等）はどの程度を想定して

いますか。 

・伴走支援の実施は当該研修期間は対象外で、伴走支援者の

選定後に実施する認識でよろしいでしょうか。 

・オープンイノベーションプログラム及びアトツギベンチャープ

ログラムにて、各回２～３時間程度を想定しております。 

・仕様書４に記載のとおり、研修の実施は、伴走支援の対象か否か

に関わらず、７月から９月末又は 10 月末までに研修への参加を希

望する市内企業を対象として実施することを想定しています。一

方、伴走支援の実施は、対象となる市内企業の決定後（８月～９

月）、研修の実施期間に関わらず、仕様書 5.(2)③、5.(3)③に記載

する伴走支援を実施していただくことを想定しています。 

２ 
仕様書 

5.(2)⑥ 

ここで言及されている補助金は、具体的にどのようなものを

想定されていますか。また、当該補助金の予算は、本業務と

は別に確保されるという認識でよろしいでしょうか。 

オープンイノベーションプログラムにおいて市内企業とスタート

アップとの協業における実証事業を行うにあたり、本市から当該

市内企業への補助金の交付を予定しております。補助制度の概要

は、次のとおりです。 

【補助制度の概要】 

・補助対象経費は、市内企業とスタートアップとの協業における 

 実証事業にかかる経費を想定しております。 

・補助率 1/2、補助上限額 250 万円 

なお、補助金の予算は委託費とは別に確保しております。 

３ 
仕様書 

5.(4) 

本コミュニティは、本業務のために静岡市内限定で新たに立

ち上げるのではなく、県内外に存在する既存コミュニティの

本コミュニティ形成業務は、コミュニティ形成を通じて、アトツギ

同士が切磋琢磨し、アトツギとしての課題や新規事業開発に関す



中での１つのプログラムとして展開することも可能でしょ

うか（この場合もイベントは静岡市内での実施を想定）。 

る悩み等の相談がしやすい環境を提供することを目的としてお

り、その目的達成に向けて既存コミュニティを活用することも可

能です。 

 


